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その時こそ、私たちの手、知恵が試されます
Our Hands and Knowledge Became Necessary 


　平成 23 年 3 月 11 日、東日本大震災が起こりました。この予測もできなかった大災害は、大


きな被害とともに、日本の社会の在り方を変え、その変化は今も続いています。もちろん「訪問


看護」も例外ではありません。震災以前に比べ、より充実した「訪問看護」が求められ、私た


ちが地域社会の中で果たす役割は、ますます重要なものになっています。とくに震災以降、福島


県内で実際に「訪問看護」にたずさわってきた人たちの体験は、将来の「訪問看護」をより良


いものとするために、さまざまなカタチで生かすことができるでしょう。


　平成 16 年の新潟中越地震を経験された方のアドバイスを受け、茨城県訪問看護サポートセ


ンター事業訪問看護ステーション地域部会の皆さんが作られた「災害対策マニュアル」をいただ


き、さらに私たちの経験を加筆できるように、きめ細かいながらも簡潔にまとめ、スペースを空


けて作りました。各ステーションの環境によって、さらに気がついたこと、必要なことなどを書き


込み、自分たちのマニュアルにしてください。書き込まれた新たな知恵をステーション全員で分


かち合い、より生きたマニュアルにしていきましょう。


　超高齢社会のいま、病気と向き合いながら自宅で過ごしたいと願う人は年を追うごとに増え、


「訪問看護」はますます重要な役割を果たさなければなりません。中でも災害時に普段と変わら


ない看護ができるかどうか、日常いつも考えておくことが大切です。この「災害対策マニュアル」


は、実際に起こる前から災害に備え、実際に起こった時に適切に対応できるようになっています。


普段から災害が起きた時のことを考えることによって、毎日の「訪問看護」をより良いものにし、


あたらしい「訪問看護」を福島から発信していきましょう。未来の「訪問看護」のために！


　　2012 年 4 月


      　　　福島県内訪問看護ステーション連絡協議会
      　　　　　　　　会長　　堀内美智子
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訪問看護ステーションでの事前対策


建物の立地条件・耐震性チェック・施設、設備の点検


1. 建物の立地条件を確認して対応を検討する
　 海沿いの地域は、津波の可能性とその高さなど


 河川に囲まれた地域は、河川の氾濫、浸水、崖崩れ、液状化現象など


 木造住宅が密集する地域では、家屋の倒壊、火災による延焼など


　 災害が起きた場合、どのような被害に遭うのか？ を想定して


　 どのように対応したらいいか？ を検討しよう


 自治体の防災ハザードマップ等の活用と近くの避難場所を確認しておく


2. 耐震性をチェックする
　 建築物の耐震基準は1950（昭和25）年にできた建築基準法が、


 1981（昭和56）年の改訂で、新耐震設計基準が定められ、


 それまでの耐震設計基準が大幅に強化されました


 ステーションの建物がいつ建てられたのかを確認し、


 そして必要があれば補強しよう


 専門家による調査も有効


 （自治体の建築相談窓口があれば


  耐震診断の紹介してもらうのも手です）


　　


3. 施設、設備を定期的に点検しよう


　 ①施設内の避難通路を確認
　　 避難通路、非常口を確認、その通路にある障害物は撤去しておく


　②設備の定期点検
　　 消化器、スプリンクラー、警報設備、避難設備、耐震計、感震自動遮断機など、


  防火設備が作動するか？ 


  また、スプリンクラー作動時、OA機器が濡れない場所にあるか？
  定期的に点検しよう 29
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訪問看護ステーションでの事前対策


施設や設備の点検・ライフライン対策・通信と移動手段


　③設備、備品の耐震性を点検
　　 地震によって倒れたり落ちたりしないよう


  落下防止対策、棚の固定、収納方法を見直す


　 ④危険物の点検
　　 火災や爆発の原因となるかも知れない危険物を点検


3. ライフライン対策
 ライフライン途絶の際に対応するため


 電気、水、ガスを充分に備蓄する


　　


4. 通信と移動手段
 複数の通信手段持つこと


 ラジオ＆カーラジオ（正確な情報を掴むため）


 携帯電話（複数台）


 NTT災害伝言ダイヤル171の活用


 バイク、自転車（日頃から活用し、建物内に入れない場合を


 想定して、スペアキーの保管場所を決めておく）


 広域避難地図を入手


  


  


 


29


29


30


30


ガソリンは
満タンに！
災害発生時は燃料の
確保が困難に。公用車
は日頃からガソリンを
満タンにしておこう。
車は貴重な情報源に
もなる


MEMO
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訪問看護ステーションでの事前対策


訪問看護の備蓄品・緊急時ネットワーク


5. 訪問看護の備蓄品
　 災害時に対応できるよう、非常用品、訪問看護用品、


 スタッフの食料などを備蓄しておこう（有効期限を管理）


 通常の訪問看護に必要な物品は、1週間分くらい


 非常用品などは、利用者の人数に応じて個数を決める


 衛生材料などについては、卸業者や薬局と災害時の協定を


 結んでおいてもよい


6. 緊急時ネットワーク


 ①外部との連絡
　　 災害時に連絡を取り、情報を収集するために


  外部の連絡先リストを作っておこう


　　


 ②スタッフ間の連絡・報告
  スタッフの緊急連絡先をまとめ


  緊急時の連絡網を作っておこう


  緊急時に備え、各スタッフの複数の連絡先を確認し、


  連絡網には携帯メールのアドレスも登録


  連絡網のリストは全員が自宅にも置いておく


  ※自宅がステーションに近い人が連絡網の上位へ


  　管理者がいない場合に備えて、


  　第2、3の代行者を決めておく


  ※災害時に徒歩やバイクなどで通勤できるスタッフを


  　把握しておこう　各スタッフの自宅の位置を普段から


  　地図で確認しておく


  ※災害時には各スタッフ間で安否を確認し合い、


  　ステーションへ報告する


  　ステーションと連絡が取れない場合でも


  　通勤できるスタッフはとりあえず出勤するなど、


  　あらかじめ決めておこう


　


　 


ネットや
メールを活用！
災害発生時、通信の
集中により電話が繋
がりにくくなります
が、サーバーがダウン
していなければ、ケー
タイメールでの送信
やネットへのアクセス
はできる可能性があ
ります。メール、ブロ
グ、ツィッター、フェイ
スブックなどで情報を
伝えるのも手です。


MEMO
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訪問看護ステーションでの事前対策


緊急時ネットワーク


　 ③指揮命令系統
　　 災害時に備えたフローチャートを作ろう


  災害が営業時間外や休日に起こった場合に備えて


  フローチャートは、営業時間内のほかに、


  いくつかのパターンで作っておく


　
　　 災害時に情報を正確に伝えるため、


  指揮命令系統を決めておこう


  指揮命令者が活動できない場合に備えて、


  第2、3の候補者も決めておく


  災害時の役割分担がスムースにできるように、


  全スタッフが普段から


  フローチャートを確認しておく


 ④安全に訪問看護するために
  スタッフは、傷害保険に加入しておこう


  応援スタッフは、被災地に業務命令で来た場合に


  保険が適用されるかを


  ボランティアは、民間のボランティア保険などに


  加入しているかを、あらかじめ確認すること


  スタッフの身分証明を作成しよう
  身分証明書（ステーション名、顔写真入り）を作成し


  日頃から携帯しよう


  また、災害時に一般車両通行止めとなる道路が多く


  行政と話し合って、可能であれば
  緊急車両マークもあらかじめ交付を受けておこう　   


 


37 38


24
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訪問看護ステーションでの事前対策


定期的に防災訓練を実施する


7. 定期的に防災訓練を実施する
 次のような内容で、防災訓練を定期的に実施しよう


 日頃からスタッフ間で、防災対策の必要性や役割分担などについても


 話し合っておこう


訓練カリキュラム
─────────────────────────────────


①情報収集・発信訓練 ・利用者とスタッフの安否確認　


 ・外部との連絡方法確認　


 ・通信機器確認


─────────────────────────────────


②避難訓練 ・避難経路　


 ・避難方法　


 ・連絡先　


 ・連絡方法


─────────────────────────────────


③防火訓練 ・消火訓練　


 ・防火設備の点検


─────────────────────────────────


④設備・機器の点検 ・転倒落下防止策　


 ・ライフラインの点検


─────────────────────────────────


⑤備蓄用品の確認 ・非常用品の点検


 ・訪問看護・救急医療用品の点検


 ・救援物資の点検


─────────────────────────────────


⑥利用者のケア提供 ・ライフライン途絶時のケア提供　


 ・訪問時持参品の確認


─────────────────────────────────


⑦外部機関との連携 ・連携内容の確認


 ・連絡方法の確認


─────────────────────────────────


36
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利用者への事前対策


安否確認リストの作成・避難場所を確かめる


1. 利用者の安否確認リストを作ろう


　 ①優先順位を決めて、リストを作成
　　 安否確認リストには、利用者本人の住所、地図、避難場所、


  連絡先（3ヶ所）、主治医、ケアマネージャー、


  使用している医療器具とその業者の連絡先などを


  優先順位の高い順に記入する


  リストは、パソコンなどが使えない場合に備え


  必ずバックアップを取り、紙の状態でも保管しておこう


　 ②利用者と確実に連絡を取るために
　　 災害時、看護ステーションの他に、医療機関など、複数の所から


  連絡があって利用者が混乱したり、逃げ遅れたりしないよう、


  地域ごとに連携して、利用者と確実に連絡が取れるルートを


  あらかじめ決めて、確認しておこう


2. 避難場所を確かめる
 災害時、利用者が自宅からの避難が必要な場合に備えて、


 避難場所を利用者本人と家族に確認してもらっておこう


 利用者の自宅に近い避難所をいくつか地図でも見せておく


　　


 


 


48


49


39
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利用者への事前対策


利用者自身のやるべきことを確認する


1. 利用者自身のやるべきことを確認する
　　 


 ①災害時の初期対応をリストに
  災害が起きた時、利用者が自宅で最初にすることをリストアップ
  緊急時の連絡先や災害用伝言ダイヤルの使い方なども書いて、


  利用者の部屋にも貼っておこう


  リストに従って、年に1～2回は防災訓練を


 ②利用者の部屋の防災対策
  ベッドの周りに高い家具を置かない


  家具は固定し、上に重い物を置かない


  窓ガラスは、割れて飛び散らないようにフィルムを貼るなどする


  


 ③非常食と持ち出し品を確認
  最低3日間は利用者と家族がもちこたえるために


  必要な物を確保しておこう


  水は1人1日3リットル分、非常食は保存でき、調理が要らず、


  少量でもエネルギーになるものを


  経管栄養の場合は、缶かパックになっているもの


  常用薬も必ず準備　すべてのものを1つにまとめ、


  普段から分かりやすい場所に保管する


 ④利用者の「緊急支援手帳」を作る
  災害時、避難場所でも診察やケアが受けられるように、


  利用者の「緊急支援手帳」を作っておこう


  手帳には、訪問看護ステーション、主治医、ケアマネージャーと


  連絡が取れない時に、必要な事項を記入しておく


  そして、災害時に手帳を忘れずに持ち出し、


  提示できるように普段から指導する


  


49


50 51


57 63～
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利用者への事前対策


利用者自身のやるべきことを確認する


　 ⑤医療依存度の高い利用者のために
　　 要介護度の高い方、医療依存度の高い方に対しては


  疾病別のマニュアルに従って普段から準備し、


  災害に備えておこう


  常用薬は、常に3日分は手元に置き、


  避難時には持参する


　 ⑥地域住民との連携
　　 高齢者世帯やひとり暮らしの方の場合


  安否確認や救助などを、地区民生委員や


  地域の人たちにお願いする場合もある


  普段から連携し、災害時に近所に手助けがあるかどうかを


  把握しておこう


  また利用者に地域との関わりを持つように促していく


もしもの時は
「事前に避難」
台風の接近など、災害
が予想される時は、あ
らかじめ利用者に
ショートステイを利用
するなど、事前に避難
してもらうことも一案


MEMO


52 56～
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他の機関との連携


地域の防災計画・連携する機関を確認


1. 地域の防災計画を確認
　 市町村の防災計画で決められている避難所、救護所を


　 地図で確認しておこう


 各利用者の避難場所を把握し、利用者へ知らせておくこと


 また、自治体の「災害時 要援護者リスト」への登録を確認する


2. 連携する機関を確認


 ①行政と　 
  行政と事前に以下のことを打ち合わせておこう


　　 ・情報提供　・救援物資の供給　


  ・医療品などの供給　・応援スタッフの確保


　　 また、地域での防災会議や防災訓練などに


  積極的に参加しよう


 


　 ②主治医、地域医師会と
　　 利用者の主治医の連絡先を確認してチェックリストを作っておこう


  （連絡先は、病院、診療所、自宅、携帯電話など、複数チェック）


  主治医が被災した場合に備えて、他の医師からも指示をもらえるよう


  地域の医師会とも連携しておく


  災害時は、利用者の情報を速やかに主治医に報告し


  入院や入所などについて情報交換し、支持を受ける


 ③近くの訪問看護ステーションと
　　 近くの訪問看護ステーションと普段から連絡を取り合って


  連携しておこう


　　 災害時は、近くの訪問看護ステーションと情報を交換し、


　　 物資を融通し合って、応援態勢を整える


福島県防災
情報メール
ケータイやパソコンの
メールアドレスを登楼
することで希望エリア
の道路、気象、地震情
報などを配信してくれ
るサービス。福島県、
災害情報メールで検
索してください。


MEMO
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他の機関との連携


連携する機関を確認


 ④地域の医療機関、介護保険関連施設と
　　 訪問看護ステーションに近い医療機関、施設をチェックし、


  リストを作っておこう


  災害時の連携について、あらかじめ協定を結ぶなどして


  利用者の入院や入所などで協力してもらえるようにしておく


  災害時には、利用者の情報を地域の医療機関などとも交換し、


  未確認の利用者については分担して確認に努めよう


  ※災害時の医療機関併設型の訪問看護ステーションでは、


  　ステーションのスタッフも医療機関の救急患者対応に


  　追われてしまうことがある


  　本来の業務を確実に行うためにも


  　普段から話し合って、関連医療機関との関係を明確にし、


  　訪問看護ステーションの活動を優先できるようにしておこう


　
 ⑤その他の連携
  県の看護協会や


  福島県内訪問看護ステーション連絡協議会（フランコールセンター）、


  と連携して、被災状況や必要な物品を報告し合える体制を作っておく


 


 





